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◆ 

巻 

頭 

言 

◆

生活衛生
いしかわ

　
当
指
導
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
格
別
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
生
活
衛
生
営
業
に
携
わ
る
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
全
国
で
猛
威
を
振
る
い
、
い
ま
だ
衰
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
観
光
・
文
化
立
県
を
標
榜
す
る
本
県
に
お
い
て
は
、
近
年

の
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
観
光
客
数
の
激
減
や
、
長
引
く
外
出
自
粛
ム
ー

ド
な
ど
に
よ
り
、
旅
館
ホ
テ
ル
や
飲
食
関
係
業
界
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
生
活
衛
生
営
業
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
り
公
益
性
の

高
い
業
種
で
あ
る
生
活
衛
生
営
業
は
、
今
後
と
も
、
消
費
者
、
利
用
者
に

と
っ
て
安
全
で
衛
生
的
な
良
質
な
商
品
の
提
供
、
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
こ

と
に
よ
り
、
県
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
支
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
感
染
リ
ス
ク
が
無
く
な
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
長
期
の
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
う
し
た

ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
、
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
、
感
染
予
防
の
徹
底
を
図
り

つ
つ
、
新
し
い
生
活
様
式
に
マ
ッ
チ
し
た
営
業
形
態
へ
の
移
行
を
探
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
や
県
の
様
々
な

支
援
策
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
な
ど
の
最
新
情
報
の
提
供
に
加
え
、

各
種
の
相
談
に
も
迅
速
に
対
応
す
る
ほ
か
、
全
国
指
導
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
衛
生
水
準
の
確
保
向
上
や
、
収

益
力
の
向
上
、
後
継
者
育
成
な
ど
の
各
種
課
題
に
も
着
実
に
取
り
組
み
、

引
き
続
き
、
地
域
の
生
衛
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

　
各
生
衛
組
合
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
引
き

続
き
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
就
任

�

（
三
期
目
）
に
当
た
っ
て

（
公
財
）石
川
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

�

理
事
長
　
吉
　
田
　
勝
　
昭
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▪ 

指
導
セ
ン
タ
ー
理
事
会
・

　
評
議
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
鑑
み
、
理
事
会
、
評
議
員
会
及
び

臨
時
理
事
会
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

会
議
を
開
催
す
る
こ
と
な
く
、
決
議
の

省
略
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
提
案
事
項

に
つ
い
て
書
面
に
よ
る
決
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

（
主
な
提
案
事
項
）

・
令
和
元
年
度
事
業
報
告

・
令
和
元
年
度
収
支
決
算

・
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

・
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た

日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
す
。

　
理
事
会
　
令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

　
評
議
員
会
　
　
同
　
　
五
月
　
十
四
日

　
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
、
坂
下
正

典
氏
（
旅
館
ホ
テ
ル
組
合
）
が
新
た
に

評
議
員
に
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
北
口
博

栄
え
あ
る
ご
受
章
（
賞
）

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

✿
叙
勲
の
受
章

　
　
～ 

旭
日
双
光
章 
～

　
春
の
叙
勲
で
、
石
川
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
の
松
永
日
出
男
氏
が
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
る

栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

　
心
か
ら
ご
祝
福
い
た
し
ま
す
。

 

松
　
永
　
日 

出 

男

石
川
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
　
理
事
長

　
松
永
さ
ん
は
、「
こ
の
た
び
の
春
の
叙
勲
に
際
し
、
は

か
ら
ず
も
旭
日
双
光
章
拝
受
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
の
も
、

ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
関
係
団
体
等
多
く

の
方
々
の
ご
指
導
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
感
謝
に
堪
え

ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
一
日
も
早
い
収
束

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

✿
連
合
会
理
事
長
表
彰

　
令
和
二
年
三
月
二
十
三
日
、
し
い
の
き
迎
賓
館
に
お

い
て
、
次
の
八
名
の
方
々
が
一
般
社
団
法
人
石
川
県
生

活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
の
理
事
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

麺
類
食
堂
　
　
北
　
野
　
　
　
公
（
能
美
市
）

飲
　
食
　
業
　
　
岡
　
本
　
　
　
温
（
穴
水
町
）

　
　
　
　
　
　
　
北
　
山
　
　
　
稔
（
金
沢
市
）

　
　
　
　
　
　
　
鶴
　
見
　
孝
　
信
（
か
ほ
く
市
）

美
　
容
　
業
　
　
高
　
沢
　
尚
　
美
（
七
尾
市
）

旅
館
ホ
テ
ル
　
　
大
　
窪
　
栄
　
一
（
小
松
市
）

　
　
　
　
　
　
　
永
　
井
　
隆
　
幸
（
加
賀
市
）

公
衆
浴
場
業
　
　
田
　
村
　
記
英
子
（
七
尾
市
）
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一
氏
（
同
）
が
新
た
に
監
事
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
た
な
役
員
構
成
で
の
書
面

審
議
に
よ
る
臨
時
理
事
会
（
五
月
二
十

五
日
）
の
結
果
、
理
事
長
に
吉
田
勝
昭

氏
（
鮨
商
組
合
）
が
再
任
さ
れ
、
副
理

事
長
に
は
長
田
實
氏
（
理
容
組
合
）
が

再
任
、
手
井
博
史
氏
（
事
務
局
）
が
専

務
理
事
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

▪ 

連
合
会
理
事
会
・
総
会

　
連
合
会
の
理
事
会
及
び
総
会
に
つ
い

て
も
、
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
な
く
、

書
面
に
よ
る
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
主
な
提
案
事
項
）

・
令
和
元
年
度
事
業
報
告

・
令
和
元
年
度
収
支
決
算

・
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た

日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
す
。

　
理
事
会
　
令
和
二
年
五
月
　
十
五
日

　
総
　
会
　
　
同
　
　
五
月
二
十
五
日

　
総
会
の
決
議
に
よ
り
新
た
に
土
屋
兵

衛
氏
（
料
理
業
組
合
）、
手
井
博
史
氏

（
事
務
局
）
が
理
事
に
選
任
さ
れ
、
書

面
に
よ
る
臨
時
理
事
会
（
六
月
八
日
）

に
よ
り
、
手
井
氏
が
専
務
理
事
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

〔
指
導
セ
ン
タ
ー
、
連
合
会
の
役
員
・

評
議
員
は
、
別
掲
一
覧
表
の
と
お
り
で

す
。〕

▪ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
対
策
に
関
す
る
要
望
書

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

で
、
私
た
ち
の
生
活
衛
生
関
係
営
業

は
、
休
業
や
営
業
時
間
の
短
縮
の
要
請

を
受
け
る
な
ど
の
一
方
、
不
要
不
急
の

外
出
自
粛
に
伴
い
感
染
リ
ス
ク
を
心
配

す
る
お
客
様
が
利
用
を
控
え
る
状
況
が

続
く
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
で
極
め
て

深
刻
な
経
営
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
石
川
県
生
活
衛
生
同
業

組
合
連
合
会
で
は
、
各
生
衛
組
合
か
ら

の
切
な
る
要
望
を
と
り
ま
と
め
、
四
月

二
十
四
日
、
石
川
県
に
対
し
標
記
の
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
主
な
要
望
項
目
）

一�

　
県
独
自
の
事
業
継
続
や
雇
用
安
定

の
た
め
の
給
付
・
助
成
制
度
の
創
設

二
　
感
染
拡
大
防
止
に
対
す
る
協
力
金

三
　
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
確
保

四�

　
職
場
に
近
接
し
た
施
設
（
宿
泊
）

の
確
保

指導センター役員、評議員名簿 (Ｒ２.５現在)

役　　　　　　員 評　 議 　員

役　 職 氏　 名 所属組合(団体) 氏　 名 所属組合  

理 事 長 吉田　勝昭 鮨 商 山本　　進 鮨 商    

副理事長 長田　　實 理 容  東川　敏行 麺 類 食 堂  

専務理事 手井　博史 事 務 局 吉村　崇志 社 交 料 飲  

理 事 中田　義一 麺 類 食 堂 土屋　兵衛 料 理 業   

理 事   梅村　光男 社 交 料 飲 鍋島　盛雄 飲 食 業

理 事   浅田　久太 料 理 業 蔵本　和彦 氷雪販売業

理 事 北川　　實 飲 食 業 前田　英明 理 容

理 事 蔵本　顕彦 氷雪販売業 上野　　宏 美 容 業

理 事 西井十六勝 美 容 業 今里　麻子 興　　　行

理 事 藤岡　紫浪 興 行 坂下　正典 旅館ホテル

理 事 多田　計介 旅館ホテル 百々　和弥 公衆浴場業

理 事 松永日出男 公衆浴場業 則島　良成 クリーニング

理 事 太田　文雄 クリーニング

監 事   西川　正次 鮨 商   

監 事   北口　博一 旅館ホテル   

連合会役員名簿 (Ｒ２.６現在)

役　　　　　　員

役　 職 氏　 名 所属組合(団体)

理 事 長 吉田　勝昭 鮨 商

副理事長 梅村　光男 社 交 料 飲

専務理事 手井　博史 事 務 局

理 事   東川　敏行 麺 類 食 堂

理 事 土屋　兵衛 料 理 業

理 事 地原　一郎 飲 食 業

理 事   蔵本　和彦 氷雪販売業

理 事   絈野　邦雄 理 容

理 事   上野　  宏 美 容 業

理 事   藤岡　紫浪 興 行

理 事   村田　　進 旅館ホテル

理 事   田村　伊織 公衆浴場業

理 事 平木　一也 クリーニング

監 事   西川　正次 鮨 商

監 事   清水　伸一 公衆浴場業

公益財団法人石川県生活衛生営業指導センター 一般社団法人石川県生活衛生同業組合連合会
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理

容

組

合

医
療
従
事
者
か
ら

消
毒
作
業
の
ア
ド
バ
イ
ス

石
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

常
務
理
事
　
沓
　
　
智
之

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
医
療
従
事
者
の
方
か
ら
五
月
七

日
、
店
舗
で
の
消
毒
作
業
な
ど
に
つ
い

て
、
次
の
様
な
有
難
い
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
早
速
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

に
周
知
し
ま
し
た
。

■
ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
、
理
容
イ
ス
な

ど
を
拭
い
て
除
菌
す
る
際
は
、
使
い
捨

て
の
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。（
タ
オ
ル
で
拭
き
取
る
と
、

洗
濯
時
の
感
染
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
ま

す
。）

■
使
用
済
み
の
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
は

専
用
の
ゴ
ミ
箱
を
用
意
し
て
、
ゴ
ミ
箱

に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
二
重
に
か
け
て
お

き
、
二
重
に
し
た
ま
ま
で
捨
て
ま
し
ょ

う
。

■
お
客
様
に
マ
ス
ク
を
し
て
頂
い
た
ま

ま
カ
ッ
ト
を
す
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
の

ゴ
ム
を
耳
で
は
な
く
ア
ゴ
の
ラ
イ
ン
か

ら
首
の
後
ろ
側
に
引
っ
張
り
、
ヘ
ア
ピ

ン
な
ど
で
留
め
る
こ
と
で
、
耳
周
り
の

カ
ッ
ト
が
し
易
く
な
り
ま
す
。

旅
館
ホ
テ
ル
組
合

石
川
県
観
光
産
業
振
興
議
員

連
盟
懇
談
会
の
開
催

石
川
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
・
事
務
局
長
　
北
口
　
博
一

　
五
月
十
五
日
、
石
川
県
観
光
産
業
振

興
議
員
連
盟
懇
談
会
が
、
石
川
県
議
会

議
長
応
接
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　
紐
野
義
昭
観
議
連
会
長
、
多
田
計
介

理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
早
速
今
般
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
旅
館
ホ
テ
ル
の
被
害
状
況
と
そ
の
支

援
策
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　
多
田
計
介
理
事
長
か
ら
は
、「
宿
泊

業
界
が
未
曽
有
の
経
営
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
中
で
、
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
で
は
、〝
金
融

対
策
〟〝
助
成
金
に
よ
る
支
援
〟〝
税

制
・
公
共
料
金
の
免
除
、
減
免
〟〝
観

光
振
興
策
〟
を
四
本
柱
と
し
て
国
へ
の

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
県
に

お
い
て
も
石
川
県
議
会
議
員
の
み
な
さ

ま
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
ご

支
援
を
賜
れ
れ
ば
」
と
の
お
願
い
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
稲
村
建
男
石
川
県
議
会
議
長
が
観
光  

産
業
振
興
議
員
連
盟
を
代
表
し
て
、

「
宿
泊
業
界
の
場
合
、
終
息
宣
言
が
出

さ
れ
た
と
し
て
も
、
景
気
が
好
転
す
る

ま
で
に
半
年
以
上
も
か
か
っ
て
し
ま
う

業
種
で
あ
る
た
め
、
県
外
の
旅
行
者
・

外
国
人
旅
行
者
に
目
を
向
け
る
よ
り
ま

ず
は
、
石
川
県
内
の
み
な
さ
ん
に
観
光

し
て
い
た
だ
け
る
仕
掛
け
作
り
が
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
の

助
言
を
い
た
だ
き
、「
宿
泊
業
界
が
元

気
に
な
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
支
援

も
い
と
い
ま
せ
ん
。」
と
の
力
強
い
お

言
葉
を
頂
戴
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 



（5）第96号  令和２年７月 生 活 衛 生 い し か わ

――★ 石川県からのお知らせ ★――



令和２年７月  第96号（6） 生 活 衛 生 い し か わ

――★ 石川県からのお知らせ ★――



（7）第96号  令和２年７月 生 活 衛 生 い し か わ

食
品
保
健
課
長
　
吉
　
村
　
瑞
　
江

生
活
環
境
課
長
　
岡
　
　
　
秀
　
雄

　
能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
　
　
　
長
　
松
　
原
　
隆
　
夫

次
　
　
　
長
　
松
　
本
　
清
　
春

次
　
　
　
長
　
出
　
雲
　
和
　
彦

食
品
保
健
課
長
　
大
　
矢
　
英
　
紀

生
活
環
境
課
長
　
山
　
田
　
　
　
肇

　
能
登
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
　
　
　
長
　
小
　
林
　
勝
　
義

次
　
　
　
長
　
古
　
田
　
善
　
則

次
　
　
　
長
　
泉
　
　
　
紀
　
子

食
品
保
健
課
長
　
山
　
下
　
千
鶴
子

生
活
環
境
課
長
　
小
　
向
　
信
　
明

金
　
沢
　
市

保
　
健
　
局

局
　
　
　
長
　
荒
　
舘
　
　
　
誠

健
康
政
策
課

課
　
　
　
長
　
甘
　
池
　
昭
　
義

課
長
補
佐
　
田
　
邊
　
和
　
也

石
　
川
　
県

　
健
康
福
祉
部

部
　
　
　
長
　
北
　
野
　
喜
　
樹

次
　
　
　
長
　
藤
　
村
　
一
　
志

次
　
　
　
長
　
菊
　
地
　
修
　
一

　
薬
事
衛
生
課

課
　
　
　
長
　
中
　
村
　
博
　
之

課
参
事
兼
課
長
補
佐
　
窪
　
田
　
　
　
譲

主
　
　
　
事
　
坂
　
本
　
春
　
風

主
　
　
　
事
　
中
　
田
　
達
　
也

　
食
品
安
全
対
策
室

担
当
課
長
　
崎
　
田
　
敏
　
晴

　
南
加
賀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
　
　
　
長
　
沼
　
田
　
直
　
子

次
　
　
　
長
　
梶
　
井
　
信
　
良

次
　
　
　
長
　
小
　
新
　
松
　
典

　
　
食
品
保
健
課
長
　
上
　
杉
　
真
由
美

生
活
環
境
課
長
　
福
　
田
　
　
　
勝

　
石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
　
　
　
長
　
伊
　
川
　
あ
け
み

次
　
　
　
長
　
熊
　
谷
　
省
　
吾

次
　
　
　
長
　
東
　
田
　
裕
　
之

金
沢
市
保
健
所

所
　
　
　
長
　
木
　
曽
　
啓
　
介

衛
生
指
導
課

課
　
　
　
長
　
一
　
山
　
善
　
広

課
長
補
佐
　
河
　
合
　
千
　
弘

医
　
　
　
長
　
北
　
岡
　
政
　
美

（
環
境
衛
生
係
）

係
　
　
　
長
　
末
　
田
　
麻
美
子

主
　
　
　
任
　
小
　
西
　
貴
　
之

主
　
　
　
任
　
稲
　
口
　
舞
　
子

主
　
　
　
任
　
高
　
島
　
　
　
純

薬
　
剤
　
師
　
北
　
　
　
夕
太
郎

（
民
泊
適
正
運
営
指
導
室
）

室
　
　
　
長
　
課
長
補
佐
兼
務
　

担
当
室
長
補
佐
　
南
　
部
　
秀
　
樹

主
　
　
　
査
　
奥
　
谷
　
博
　
考

技
　
　
　
師
　
木
　
谷
　
　
　
聖

（
食
品
安
全
対
策
室
）

室
　
　
　
長
　
田
　
中
　
礼
　
子

主
　
　
　
査
　
宮
　
本
　
千
加
子

主
　
　
　
査
　
岡
　
村
　
卓
　
朗

主
　
　
　
査
　
藤
　
本
　
真
　
衣

主
　
　
　
査
　
大
久
保
　
圭
　
祐

主
　
　
　
任
　
田
　
中
　
健
太
郎

薬
　
剤
　
師
　
宮
　
本
　
達
　
也

管
理
栄
養
士
　
刀
　
祢
　
沙
　
紀

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業

【
金
沢
支
店
】

国
民
生
活
事
業
統
轄
　
田
　
中
　
裕
　
之

副
事
業
統
轄
　
中
　
司
　
康
　
弘

融
資
第
一
課
長
　
石
　
井
　
哲
　
明

融
資
第
二
課
長
　
板
　
橋
　
健
　
史

創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

所
　
　
　
　
　
　
長
　
棚
　
橋
　
隆
　
博

総
括
課
長
　
恩
　
田
　
和
　
宏

債
権
業
務
課
長
　
野
　
口
　
憲
　
志

【
小
松
支
店
】

支

店

長

兼

国
民
生
活
事
業
統
轄
　
大
　
木
　
　
　
学

総
括
課
長
　
坂
　
口
　
一
　
郎

石
川
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

専
務
理
事
　
手
　
井
　
博
　
史

事
務
局
長
　
原
　
田
　
一
　
登

業
務
部
長
　
浜
　
野
　
虎
　
次

庶
務
主
任
　
坂
　
口
　
　
　
環

令
和
二
年
五
月
一
日
現
在

　
生
活
衛
生
関
係
担
当
職
員
調

所
属
・
職
名
・
氏
名



この広報紙は、生衛組合員の皆さんのための機関紙であり、消費者や生衛業の皆さんへの広報紙
でもあります。各組合の皆さん方からの随想やいろいろな話題を提供してください。なお、既刊の

「生活衛生いしかわ」は指導センターホームページで見ることができます。

石川県生活衛生営業指導センター　　　 ホームページ   URL  http://www.seiei.or.jp/ishikawa/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅ メ ー ル   E-mail  ishikawacenter@seiei.or.jp

お　願　い

表紙写真
説 明 　新しい海の玄関口として６月１

日にオープンした金沢港クルーズ
ターミナルは、海側は解放感あふ

れる全面ガラス張りで、屋根は日本海の白波をイメー
ジしたデザインとなっています。
　海側からは日本海を一望でき、夜には美しいライト
アップもお楽しみいただけるほか、待合エリアには石
川を代表する感性豊かな伝統工芸のシンボルモニュメ
ントが設置され、世界から、日本全国からのお客様
を、石川の豊かな伝統文化が温かくおもてなしの心で
お迎えします。

金沢港クルーズターミナル


